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▼マレーシア・ ペナン州、北部回廊経済地域

をけん引

マレーシアの北部回廊経済地域(NCER)
は、政府による大型開発計画地域のひとつ

で、マ レー半島北部のペナン州、ケダ州、

ペルリス州、ペラ州の 4州を対象地域とし

ている。マレーシア政府は、地域格差是正

を目的に国内 5カ所を指定 し、長期の大型

開発計画を進めている。NCERの 開発期

間は2007年から25年まで。ペナン州はマレ′

―シア全州の中で直轄市を含めて経済規模

が 5番目に大きく、進出日系企業数も4番

目に多いなど、NCERの けん引役といえ

る。

(vww.jetrO.=o.jp/biZnews/2017/06/c337a

af951c14a66)

▼ウズベキスタン中銀、政策金利を14%に引

き上げ         `
ウズベキスタン中央銀行は6月 28日 、政策

金利を 9.0%か ら14.0%へ 引き上げた。

2002年 1月 1日以来の引き上げで、資金需

給のバランスを取るとともに、市場原理に

基づいた為替 レー トに移行させるためとさ

れる。金利引き上げに先立ち、試験的に市

場 レー トでの外為取引を導入 した銀行 もあ

るようだ。中銀によると、昨今のウズベキ

スタン経済への融資の過熱化と通貨スムの

切 り下げテンポのカロ速がインフレ進行をも

たらした要因としている。

(www.jetrO.go.jp/biznews/2017/06/af9c4

a75ec594eal)

▼独フォルクスワーゲンのスロバキアエ場で

ス トライキが収東、賃上げに合意

独フォルクスワーゲンのスロバキア・ ブラ

チスラバエ場では、賃上げをめぐり労働者

が 6月 20日 からス トライキを実施 していた

が、労使間の14.2%賃上げ合意を受け、 6

月26日 に生産が再開された。スロバキアを

代表する自動車産業で初の本格的なス トラ

イキだった。ロベル ト・ フィツォ首相が労

働者の要求を支持 した一方、自動車産業連

盟はス トライキによリスロバキアの投資先

としての評価が損なわれることに懸念を表

明している。

(wwv.jetrO.go.jp/biznews/2017/06/322c6

e494f500713)

ビジネスワイヤから

www.businesswire.co m/

▼英調査会社のテクナビオ、米国のオーガニ

ックティーの市場規模が2021年までに年平

均で 5%以上成長 し、 2億9500万 ドル (約

330億円)になると予測。小売店で様々な

種類のオーガニックティーが入手できるよ

うになり、多 くの農家がこの市場に参入 し

ていることを理由に挙げている。
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バ

ル

タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
有
数

の
農
業
国
で
あ
り
、
農
作
物

の
残
り
か
す
を
用
い
た
バ
イ

オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
け

る
期
待
が
大
き
い
。
２
０
１

５
年
に
発
表
さ
れ
た
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
計
画

（１５
～

３６
年
）
で
は
、
電
力

・
熱

。

運
輸

の
各
部
門
に
お
い
て
バ

イ
オ

マ
ス
の
導
入
を
促
進
す

る

こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い

る
。タ

イ
の
バ
耳
オ
マ
ス
キ
不

ル
ギ
ー
政
策
の
特
徴
は
、
運

輸
部

門

へ
の
活
用

に
お

い

農
作
物
の
残
り
か
す
が
発
酵

す
る
際
に
生
じ
る
ガ
ス
を
精

製

・
圧
縮
し
て
作
ら
れ
る
バ

イ
オ
燃
料
だ
。
用
途
と
し
て

は
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
燃
料

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
計

画
で
は
、

８６
年
の
運
輸
部
門

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
を
２５
％
ま
で
高
め

る
と
し
て
い
る
が
、
う
ち
約

る
。１

つ
目
は
、
タ
イ
が
世
界

で
指
折
り
の
天
然
ガ
ス
自
動

禅
購
級
鞠
練
醇
膳
基
栽
晴
拶

″
く
ヽ

め
ガ
ソ
リ
ン
車
の
代
わ
り
に

天
然
ガ
ス
自
動
車
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
向
上
に
直
結
す
る

時
代
が
終
わ
り

つ
つ
あ
り
（

代
替
燃
料
と
し
て
の
圧
縮
バ

／
オ
ガ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。３

つ
目
と
し
て
は
、
送
電

網

の
脆

弱
性
が
挙
げ

ら
れ

る
。
バ
γ
オ
ガ
ス
の
用
途
と

し
て
は
、
発
電
利
用
が

一
般

的
で
は
あ
る
が
、
特
に
南
部

に
お
い
て
、
送
電
線
に
新
た

な
発
電
所
を
許
容
で
き
る
だ

け
の
送
電
容
量
が
な
く
、
建

設
許
可
が
下
り
な
い
ケ
ー
ス

が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
電
力
を
作

る
代
わ
り
に
自
動
車
用
燃
料

を
作
ろ
う
と
い
う

の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
動
き
は
、
実

は
タ
イ
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
で
も
見
ら
れ
る
。

／
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な

ど
で
も
、
豊
富
な
バ
γ
オ
マ

ス
資
源
や
天
然
ガ
ス
の
自
給

率
低
下
な
ど
、
夕
／
と
同
様

の
理
由
か
ら
圧
縮
バ
イ
オ
ガ

ス
の
利
用
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
普
及
の
波
は

，タ
イ

一
国

に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が

あ
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
分
野

で
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
豊

富
な
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
求

め
て
、
す
で
に
複
数
の
日
本

企
業

が
進
出
を
始
め

て
い

る
。
圧
縮
バ
ギ
オ
ガ
ス
に
関

す
る
今
後
の
各
国
の
政
策
択

第
で
は
、
バ
／
オ
ガ
ス
製
造

の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
保
有
す
る
そ

れ
ら
企
業
の
事
業
機
会
が
大

き
く
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

新 興

囚 u
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'本

寸

的”
本
ン

日

コ

オ
ガ
ス
の
利
用
が
検
討
さ
れ

で
あ
る
圧
縮
天
然
ガ
ス
代
替

５
割
を

バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ

保
有
し
て
お
り
、
輸
入
に
頼

て
い
る
点
に
あ
る
。
　
　
　
　
と
し
て
の
活
用
な
ど
が
検
討

ル
、
残
り
５
割
を
圧
縮
バ
イ

る
原
油
と
は
異
な
り
、
天
然

圧
縮
バ
γ
オ
ガ
ス
と
は
、
　

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
オ
ガ
ス
と
バ
γ
オ
エ
タ
ノ
ー

ガ
ス
需
要
を
国
内
資
源
で
賄

え
る
構
造
で

あ

っ
た
。
そ

の
た
め
、
圧

縮
天
然
ガ
ス

ル
が
半
分
ず

つ
占
め
る
と
い

う
計
画
と
な

っ
て
い
る
。

１４

年
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
導

入
さ
れ
て
い
な
い
圧
縮
バ
イ

オ
ガ
ス
を
、
主
要
な
再
エ
ネ

由
来
燃
料
の

一
角
に
引
き
上

げ
よ
う
と
い
う
野
心
的
な
計

画
で
あ
る
。

圧
縮
バ
γ
オ
ガ
ス
が
タ
イ

で
注
目
さ
れ
る
背
景
と
し
て

は
、
大
き
く
以
下
の
３
つ
の

要
因
が
あ
る

と
考

え
ら
れ

価
格
を
抑
え
、
ガ
ソ
リ
ン
車

よ
り
も
天
然
ガ
ス
自
動
車
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
度
を
低

減
す
る
政
策
を
進
め
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

圧
縮
バ
イ
オ
ガ
ス
で
動
か
せ

る
自
動
車
が
既
に
街
に
あ
ふ

れ
て
い
る
の
だ
。

２
つ
目
は
、
国
内
の
海
洋

ガ
ス
田
が
枯
渇
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
た

車
燃
料
、天
然
ガ
ス
の
代
替

(注)単位 は石油換算万 トン、出所 はタイ

政 府「 代替 エネルギ ー開発計 画 J。 四捨

五入 によ り内訳 と合計が一部不一致

東南アで普及の波一品

タイ、バイオガス導入促進

タイの運輸部門における

再生可能エネルギー導入1犬況と目標

燃料種類
2014年末

の 状 況

2036たF

目 標

バイオデ ィーゼル 90。 9 440.5

エタノール 87.3 210.4

熱 分解油 17.1

圧縮バイオガ ス 202,3

そ の他代替燃料 (バ

イオ油、水素 など )

1,0

合 計 178,2 871,2

ベトナム,ハノイ税務当局
山テ
イ

　

Ь

ハ
ノ
イ
の
税
務
当
局
は
１
万
以
上
の

フ

ェ
イ
ス
プ

ッ
ク
ペ
ド
ジ
で
販
売
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
と
み
て
い
る

ハ
ノ
イ
税
務
当
局
は
、
宣

伝
や
販
売
行
為
を
行

っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
フ
ェ
／

ス
ブ

ッ
ク
上
の
約
１
万
３
４

０
０
件
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対

し
、
当
局
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

上
の
詳
細
情
報
を
参
照
す
る

′よ
う
指
示
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
売
上
高

が
年
間
１
億

ン
ド
を
超
え
る
事

業
は
付
加
価
値
税
と
所
得
税

を
納
め
る
義
務
を
負
う
規
制

が
あ
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
税
務
部

門
も
、
す
で
に
フ
ェ
ギ
ス
ブ

ッ
ク
を
販
売
な
ど
に
利
用
す

る
事
業
者
の
実
態
調
査
に
着

手
し
て
い
る
。

同
市
の
２４
地
区
の
担
当
者

に
対
し
、
約
１
万
３
０
０
０

の
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
ペ
ー
ジ

「
日
本
が
羨
ま
し

い
で
す

よ
」
。
中
国
の
４０
代
の
知
人
女

性
が
、
日
本
で
進
む
〃
働
き
方

改
革
″
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
感

想
を
漏
ら
し
た
。
「
羨
ま
し
い
」

と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
真 に

関
連
す
る
事
業
者
を
調
査

し
、
連
絡
先
と
納
税
者
番
号

を
照
合
す
る
よ
う
命
じ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
小
売
業
者
が
事
業
を
行

う
に
は
許
可
が
必
要
で
、
１

億

ン
ド
を
超
え
る
売
上
高
に
は

１
％
の
付
加
価
値
税
と
０

・

５
％
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ

る
。ホ

ー
チ
ミ
ン
市
で
は
推
定

８
万
の
事
業
者
が
フ
ェ
イ
ス

ブ

ッ
ク
を
様
々
な
形
で
活
用

し
て
い
る
が
、
１
０
０
万
人

以
上
の
個
人
が
税
金
を
納
め

ず
に
商
品
の
売
買
を
行

っ
て

い
る
。

各
地
の
税
務
当
局
は
課
税

対
象
拡
大
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
国
内
に
約
３
５
０

０
万
人
の
利
用
者
が
い
る
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク
か
ら
着

手

し
、
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
の
対

話
ア
プ
リ

「
Ｚ
ａ
ｌ
ｏ

（ザ

ロ
）
」
や
／
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
で
の
電

子
商
取
引

（
Ｅ
Ｃ
）
に
も
拡

大
し
て
い
く
。

新
た
な
課
税
シ
ス
テ
ム
が

確
立
す
る
ま
で
、
当
面
の
間

は
自
発
的
な
納
税
の
順
守
を

促
す
。

た
だ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
た

物
販
の
非
常
に
多
く
が
フ
ェ

ギ
ス
ブ

ッ
ク
と
は
離
れ
た
目

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
て
お
り
、
現
金
に
よ
る
決

済
が
多
い
こ
と
か
ら
、
正
確

な
売
上
高
を
把
握
す
る
の
は

困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
配
送

方
法
も
郵
便
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
オ
ン

（
ス
マ
ホ
）
ア
プ

リ
を
使

っ
た
グ
ラ
ブ
バ
イ
ク

や
ウ
ー
バ
ー
モ
ト
と
い
っ
た

バ
イ
ク
便
サ
ー
ビ
ス
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
。

調
査
会
社
の
ニ
ー
ル
セ
ン

に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人

口
の
４
分
の
１
に
あ
た
る
約

２
３
０
０
万
人
が
、
す
で
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使

っ
た
取
引

を
経
験
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
産
業
貿
易
省
は
こ
う
し
た

取
引
の
経
験
者
が
２
０
２
０

年
ま
で
に
３０
％
に
上
昇
し
、

年
間
消
費
額
が
平
均
３
５
０

，レ
ド

（約
３
万
９
０
０
０
円
）

に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
１６
年
の
Ｅ
Ｃ
の

規
模
は
５０
億

，レ
ド
だ
が
、
今
後

４
年
間
で
年
間
１
０
０
億

，レ
ド

に
拡
大
し
、
消
費
全
体
の
約

５
％
を
占
め
る
見
通
し
だ
。

競
争
が
激
し
い
分
、
上
昇
志

向
や
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
は
、
日

本

の
比

で
は
な

い
と
も
感
じ

る
。
以
前
に
比
べ
、
日
本
よ
り

中
国
の
方
が
進
ん
で
い
る
と
思

う
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
き
た
。

さ
て
、
こ
ん
な
中
国
の
状
況
を

ど
う
受
け
止
め
、
日
本
は
将
来

へ
の
戦
略
を
練
れ
ば

い
い
の

か
。
働
き
方
改
革
と
同
時
に
考

え
た
い
極
め
て
重
要
な
グ
ロ
ー

バ
ル
な
テ
ー
マ
だ
。
日
本
人
の

一
人
と
し
て
危
機
感
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
現
実
が
今
、
中
国

の
目

の
前

で
広

が
り

つ
つ
あ

る
。
　

　

（広
州
Ｈ
中
村
裕
）

【
ハ
ノ
イ
Ｈ
富
山
篤
】
ハ
ノ
イ
税
務
当
局
は
、
米
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（交
流
サ
イ
ト
）
を
使

っ
て
販
売
行
為
を
行
う
利
用
者
に
対
し
、
事
業
者
と
し
て
適
切

に
登
録
し
、
税
金
を
納
め
る
よ
う
勧
告
し
た
。
売
上
高
が
年
間
１
億

ンド

（約
４９
万
円
）

を
超
え
る
場
合
は
付
加
価
値
税
と
所
得
税
を
納
め
る
義
務
を
負
う
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
着
手

ベ トナムでは SNSで の販売が急速

に普及する (ハ ノイ)一ロイター

意
を
尋
ね
る
と

「残
業
時
間
が

減

っ
て
、
ま
た
生
活
に
余
裕
が

で
き
る
ん
で
す
よ
ね
？
」
と
返

っ
て
き
た
。

「
中
国
は
日
本
に

比
べ
て
祝
日
も
少
な
い
。
祝
日

が
あ

っ
て
も
、
代
わ
り
に
土
日

が
出
勤
日
に
な
る
こ
と
も
多

い
」
。
だ
か
ら
日
本
が
羨
ま
し

い
の
だ
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
？
・

先
進
国
の
日
本
と
、
新
興
国

２
０

］
中
獅

つ 体 で
中
坤
拗
掛
婢
幹
い
蜂

一け
卵

業
者
の
馬
雲

（ジ
ャ
ッ
ク

・
マ

ー
）
氏
な
ど
成
功
者
へ
の
憧
れ

が
非
常
に
強
い
の
も
中
国
人
の

特
徴
だ
。
書
店
に
行
け
ば
、
啓

発
本
が
多
く

「
絶
対
に
成
功
し

た
い
」
と
中
国
人
か
ら
、
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

成
功
の
た
め
な
ら
、
ど
ん
な

努
力
も
い
と
わ
な
い
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

た
め
転
職
を
何
度
も
重
ね
、
自

然
と
対
人
関
係
も
磨
き
を
か
け

て
い
る
。

物
お
じ
す
る
人
も
少

な
い
。
は

っ
き
り
と
自
ら
の
思

い
を
主
張
す
る
中
国
の
若
者
を

見
る
と
何
だ
か
頼
も
し
く
も
映

る
。

―
モィレツ社員 中国で増加

メキシコ経済 に浮かぶ課題 正規の手続きを踏まない
インフォーマル雇用比率

国際通貨研究所は「メキシコ
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